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地域インフラ群再生戦略マネジメント（群マネ）

○ インフラ長寿命化に向けては、予防保全への転換を担う人的資源等を補完することが重要であることから、広域・複数・多分
野のインフラを「群」として捉え、効率的・効果的にマネジメントしていく「地域インフラ群再生戦略マネジメント（群マネ）」の検討
を推進。

［地域インフラ群再生戦略マネジメント(群マネ)のイメージ］［建設後50年以上経過する社会資本の割合］

道路橋
［約73万橋］
*橋長2m以上

トンネル
［約1万2千本］

河川管理施設
［約2万8千施設

 
］

下水道管渠
［約49万km］

港湾施設
［約6万2千施設］

水道管路
［約74万km］

［市区町村における技術系職員数］

0人
435団体

25%

6~10人
214団体

12%

５人以下が
約５割

※地方公共団体定員管理調査結果
（R5.4.1時点）より国土交通省作成。
なお、一般行政部門の職員を集計
の対象としている。

※技術系職員は土木技師、建築技師
として定義。

＜ケース２：多分野連携＞

多分野のメンテナンスをまとめて実施

道路

公園

上下水道
河川

etc…

Ａ市

＜ケース１：広域連携＞
一つの市区町村がリードし、複数市区町村で連携

Ａ市

Ｃ村

都道府県がリードし、管内の市区町村と連携

Ａ県

C町

etc…

Ｂ市 D村

Ｂ町

［群マネの３つの群（＝束ねるもの）］

・技術系職員が一人もいない町でも、県や近隣の市などと連携し、技術的な知見を補完

・道路、河川、公園等の管理をまとめて発注したり、巡回などの管理業務をまとめて行うこと
により、効率化

期待
される
効果

自治体の束

A市 B町

C村

発注者としての連携体制
受注者としての連携体制
（JV、事業協同組合等）

事業者の束

建設会社

ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ

ﾒｰｶｰ
等

技術的体制、
人材育成

技術者
の束
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地域インフラ群再生戦略マネジメント（群マネ）

○ 群マネの全国展開に向けて、モデル地域で得られた知見等を踏まえ、R7年度 手引き策定予定。

［施策検討と全国展開の流れ］

類型 自治体 道路 河川 公園 下水道 その他

① 広域連携
（垂直）

和歌山県 他１市３町 ● － － － －

広島県 他２町 ● － － － －

② 広域連携
（水平）

北海道幕別町 他１町 ● － － － －

大阪府貝塚市 他７市4町 ● － ● ● －

兵庫県養父市 他２市２町 ● － － － －

奈良県宇陀市 他３村 ● － － － －

島根県益田市 他２町 ● － － －
●

(農林道)

③ 多分野連携

秋田県大館市 ● ● ● － －

滋賀県草津市 ● ● ● ●
●

(上水道)

広島県三原市 ● ● ● － －

山口県下関市 ● － － －
●

(臨港道路)

R5.8 群マネ検討会＊２の設置

R5.9 群マネモデル地域の公募

R5.12 群マネモデル地域の選定

R7年度 「群マネの手引き（仮称）」の策定

全国展開に向けて、
自治体や事業者向けのセミナー開催

（インフラメンテナンス国民会議等との連携も視野）

R4.12 国土交通大臣＊１への提言手交

＊１：社会資本整備審議会・交通政策審議会技術分科会技術部会
『総力戦で取り組むべき次世代の「地域インフラ群再生戦略マネジメント」
～インフラメンテナンス第2フェーズへ～』

＊２：「地域インフラ群再生戦略マネジメント計画策定手法検討会」及び
 「地域インフラ群再生戦略マネジメント実施手法検討会」

手引きの策定等に向けて、
群マネ検討会にて議論

（モデル地域における試行 等）

［群マネモデル地域の類型・対象分野］ ※R5.12.1記者発表資料（モデル地域選定）より作成

群マネにより、自治体においても維持管理を行う体制を確保し、
予防保全を図ることによって、長寿命化、維持管理コストを縮減 2



集約・再編等によるインフラストックの適正化～集約・再編事例①～

○ 国土交通省インフラ長寿命化計画（行動計画）において、集約・再編等の推進について明記。

○ 地域の将来像やまちづくり計画等を踏まえ、将来の必要性が認められない施設の廃止・撤去とともに、更新等の機会をとらえて社会

経済情勢の変化に対応した、インフラの機能転換や複合化・集約化等を進める「集約・再編等」の取組を推進し、インフラストックの適

正化を図る。

・新幹線を跨ぎ、約60年経過し老朽化が進捗した跨線橋を、維持管理費の削
減を図るとともに、橋下空間の安全を確保するため、撤去を実施。

約2m 約4.5m

＜撤去前＞ ＜撤去後＞

撤去

山形県南陽市

■ 横断歩道橋の撤去

・架設から約50年が経過し老朽化が進捗していることに加え、小学校の統廃
合で通学路ではなくなったことから、維持管理費の削減を図るとともに、バリ
アフリー化の推進および安全な通行空間を確保するため、撤去を実施。

香川県高松市 ・ 従前は公園が小さく、周辺住民の多様なレクリエーションニーズに対応でき
ないことが課題。
・ 住民の声を受け、遊休市有地（団地跡地）を活用した小規模公園の集約・再
編により、公園利用者のニーズに合った公園を設置。

２公園廃止 → １公園新設

吉志西公園　廃止
（約1,000㎡）

統廃合による新設公園　2000㎡

グランドゴルフ等のできる
多目的広場

健康遊具等の配置

売り払い
（約850㎡）

売り払い
（約1300㎡）

上吉志公園

吉志西公園

団地跡地

売り払い

吉志西公園 廃止

統廃合による新設公園
（吉志ゆめ公園）

Before After

多目的広場

健康遊具等

売り払い

未利用市有地を
新たな公園に整備

北九州市

■ 跨線橋の撤去 ■ 都市公園のストック再編

3



集約・再編等によるインフラストックの適正化～集約・再編事例②～

■ 海岸保全施設の統廃合

・津波襲来時の水門・陸閘等の安全な閉鎖に加えて、維持管理費の削減を図る
ため、装置や設備の更新時期等において、水門・陸閘等の統廃合を検討。

和歌山県
（スロープを設置し陸閘を廃止）

■ 下水処理場の統廃合

・ 老朽化する秋田市の公共処理場の改築更新を行わず、秋田県の流域下水道
の処理場で汚水を処理。

廃止前 廃止後

廃止前 廃止後

高知県
（集約化により利用が少ない陸閘を廃止）

◆八橋終末処理場(八橋処理区)
供用開始46年経過、改築更新に
多額の費用が必要

◆秋田臨海処理ｾﾝﾀー (臨海処理区)
人口減少に伴う流入水量の減少
により施設の稼働が非効率的

統合

処理区を統合し効率的な事業運営を目指す
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○ 富山市では、選択と集中によるメリハリのある橋梁マネジメントを推進するため、重要性の高い橋梁は
優先的に修繕や更新を行う一方、その他の橋梁は重量制限や通行止めなどの使用制限、さらには必
要性が低下した橋梁の集約化・撤去を含めた対応を行うなど、措置の優先度を明確にする「橋梁トリ
アージ」を実施。

■ 富山市における「橋梁トリアージ」の取組

【橋梁トリアージの考え方】
⚫道路や橋梁の位置付けや役割などの「社会的性質」を評価し、すべての橋梁に管理区分を設定するとともに、管理区分に応じた管理
水準を設定。

⚫ 「社会的性質」と、定期点検等で把握した健全性や構造などの「技術的性質」を踏まえて、補修等の措置の優先度を設定。

出典：持続的かつ適正な橋梁マネジメントの実現に向けて富山市橋梁マネジメント修繕計画2023年８月

＜措置の優先度設定の考え方＞

社会的性質

道路の役割や
位置づけ等を評価
→４つの区分に

分類
(管理区分A～D)

重
要
度

A

B

C

D

機能低下を防止し的確な維持管理を実施

一定の機能低下は許容し効率的な維持管理
を実施 （修繕・更新、使用制限）

一定の機能低下は許容し効率的な維持管理を実
施 （修繕・更新、使用制限、集約化・撤去の可
能性も考慮）

コストを最小限に抑えた維持管理を実施
（使用制限、集約化・撤去の可能性も考慮）

技術的性質

橋梁の健全
性や構造の
特殊性等を
評価

損傷の程度

構造の特殊性

維持管理
のしやすさ

障害発生時
のリスク

措置の優先度

重
要
度

高

低

優先度

高

低

良 悪
健全性（損傷状況）

橋梁の集約・再編の取組事例（富山県富山市：橋梁トリアージ）

（管理水準）
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○ 鋼吊橋の主索ケーブルや床板の腐食により、耐荷性が著しく低下し、2012年から通行止め。
○ 橋梁トリアージの考え方に基づき、社会的性質・技術的性質を踏まえ、撤去することを決定し、

2023年に撤去工事を実施。

富山県富山市 橋梁トリアージによる撤去事例（2023年）

橋梁名： 山吹橋
場  所： 富山県富山市
形  式： 吊鋼橋
橋  長： 75.8m
幅  員： 2.7～3.5m
供用年： 1955年
点検結果： Ⅳ (2020年)
備  考： 2012年より通行止め

富山駅

山吹橋

越中八尾駅

技術的性質社会的性質

措置の方向性

【廃止・撤去する】八尾大橋に集約

耐荷性が著しく低下しているため、抜本
的な対応が必要

幹線道路を補完する重要な道路とは言え
ず、利用者が限定的な道路

• 耐荷性能が不足しており、安全な通行確保には「更新」が必要であるが、都市活動や日常生活における道路
としての重要性は相対的に低く、措置の優先順位は低い。

• 利用者も限定的(1日数名程度)で、迂回も可能である。

山吹橋

八尾大橋

高熊橋

八尾町 旧町エリア

全景

右岸側

撤去前

撤去後

撤去前 撤去後

出典：富山市提供資料より国交省作成
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集約・再編等に係るガイドライン・手引き・事例集の展開

○地方公共団体等におけるインフラストックの集約・再編等についての検討・判断を促すため、各分野における先進事例の概要・経緯
等をまとめたガイドライン・手引き・事例集等を作成、周知している。 （R6年11月より国交省HPに事例集等のリンクを掲載・公表）

○R7年度以降、手引き・事例集等の改定やインフラメンテナンスに関するHPの充実を行い、インフラ老朽化対策の推進に関する
関係省庁連絡会議等を通じて関係省庁や地方公共団体等に展開する。

7

『道路橋の集約・撤去事例集』（R5年4月）
・ 地方公共団体における取組の一助となることを目的に、道路橋の
集約・撤去の取組事例を取りまとめた。

・ 取組事例の概要や経緯のほか、集約・撤去を進める上での検討項目・
留意事項を掲載。

『広域化・共同化計画策定マニュアル（改訂版）』
（R2年4月）（総務省、農林水産省、国土交通省、環境省で連名にて作成）

・ 地方公共団体における汚水処理事業の運営をより効率的なものとする
ため、先行して計画策定に取り組む県の検討事例をモデルとして整理。

『下水道事業における広域化・共同化の事例集』
（R６年４月）
・ 令和６年４月に事例集の更新を行い、全2７事例を紹介。

道路橋

都市公園

公営住宅

下水道

海岸

『津波・高潮対策における水門・陸閘等管理システム
ガイドライン』（H28年4月）（農林水産省、国土交通省で連携し作成）

・ 水門・陸閘等の統廃合や運用見直しの検討手順、 観点を掲載。また、
添付資料にて統廃合・常時閉鎖化等の事例を掲載。

『都市公園のストック効果向上に向けた手引き』
（H28年5月）
・ 都市機能の向上等に資する都市公園のストック再編を推進するため、統
廃合を行う場合の考え方、事例等を掲載。

『公営住宅等における再生・再編ガイドライン』
（H30年3月）
・ 建替えの機会を捉えた再生・再編や民間住宅ストックの活用等に関する
具体的な取組事例をとりまとめ。

上水道

『広域連携に関する調査報告書 令和５年度水道の基盤強化に向けた
優良事例等調査』 （R６年2月）厚労省より提供

・各都道府県の広域化推進プランの優良事例を掲載。

『水道事業における広域化事例及び広域化に向けた検討事例集』
（H26年4月） 厚労省より提供

・ 広域水道企業団など、広域化・事業統合について計22団体の事例を
取りまとめた。事業統合の検討経緯や、メリット・デメリットなど団体へのアン
ケート調査も掲載。

『インフラの集約・再編等の推進に向けた【分野横断】事例集』
(R6年11月)

・様々なインフラ分野における集約・再編等の事例集を作成。

分野横断

※R6.4 厚労省より水道行政移管

※https//www.mlit.go.jp/sogoseisaku/infra/

https://www.mlit.go.jp/road/sisaku/yobohozen/pdf/tekkyo-jirei.pdf
https://www.mlit.go.jp/mizukokudo/sewerage/content/001475306.pdf
https://www.mlit.go.jp/mizukokudo/sewerage/content/001475306.pdf
https://www.mlit.go.jp/mizukokudo/sewerage/mizukokudo_sewerage_tk_000577.html
https://www.mlit.go.jp/mizukokudo/sewerage/mizukokudo_sewerage_tk_000577.html
https://www.mlit.go.jp/common/001126631.pdf
https://www.mlit.go.jp/common/001126631.pdf
https://www.mlit.go.jp/common/001135262.pdf
https://www.mlit.go.jp/common/001135262.pdf

	スライド 0: 広域的・戦略的なインフラマネジメントの推進
	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3: 集約・再編等によるインフラストックの適正化～集約・再編事例①～
	スライド 4: 集約・再編等によるインフラストックの適正化～集約・再編事例②～
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7: 集約・再編等に係るガイドライン・手引き・事例集の展開

